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事業報告 （令和４年４月１日から令和５年３月31日まで）

1

1 企業集団の現況に関する事項
（１）事業の経過およびその成果
当連結会計年度におけるわが国経済は、個人消費や雇用が改善するなど緩やかな持ち直しの動

きが続く一方、世界的なインフレ進行や物流の停滞などから生産が弱含むなど厳しい状況が続い
ており、四国地域においてもほぼ全国と同様の状況で推移しました。
建設業界におきましては、設備投資に持ち直しの動きがみられるなど受注環境は比較的良好で
あった半面、資機材の調達遅延や価格上昇などにより、工事進捗や工事原価への影響に留意が必
要な状況にありました。
こうしたなか、受注高は引き続き高水準を確保しましたが、大型工事の進捗が極めて高い水準
にあった前期の反動減や資機材の調達遅延などから、当連結会計年度の当社グループの受注高は
912億20百万円（前連結会計年度比 0.2％減）、売上高は 891億20百万円（同 3.8％減）、営
業利益は 49億70百万円（同 8.2％減）、経常利益は 55億67百万円（同 9.4％減）、親会社株
主に帰属する当期純利益は 37億64百万円（同 0.4％減）の減収・減益となりました。
■当連結会計年度の受注高および売上高 （単位：百万円）

区 分
受 注 高 売 上 高

金 額
対前連結会計年度

金 額
対前連結会計年度

増減金額 増減率（％） 増減金額 増減率（％）
設備工事業 86,287 △1,057 △1.2 83,835 △2,689 △3.1
その他の事業 4,932 875 21.6 5,285 △838 △13.7
合 計 91,220 △181 △0.2 89,120 △3,527 △3.8

（２）対処すべき課題
建築設備工事業を取り巻く当面の事業環境は、首都圏・関西圏における再開発案件や地域の社

会資本整備など引き続き底堅い建設需要が見込まれる一方で、世界的な素材価格の高騰等に起因
する資機材価格の値上がりに加え、建設人口の減少など、受注面、施工面への影響が懸念される
状況にあります。
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一方、電力関連工事につきましては、地域の電力需要の現状からみて送配電設備投資の大きな
伸びは期待できないものの、自然災害の激甚化などライフラインの強靭性確保の重要性はより一
層高まっており、そうしたなかで過不足のない施工体制を維持しつつ収益性を確保していくこと
が課題となっています。
こうしたことから、ＤＸを含む生産性向上施策の推進や健康経営の実践について戦略的に取り
組んでいくことにより、働き方改革の実効性を高め、技術者の安定確保に努めてまいります。
また、当社としては、現下の市場環境やリスクに的確に対処しつつ業績の向上に取り組むとと
もに、2021年７月に策定した『中期経営指針2025』に沿って、企業価値を持続的に高めてま
いります。併せて、同年11月に策定した「四電工グループ サステナビリティ方針」(※)を踏ま
え、グループ全体にてＥＳＧ経営を実践していくことといたします。
株主の皆さまにおかれましては、これまでどおり、一層のご理解とご支援を賜りますようお願
い申しあげます。
(※)https://www.yondenko.co.jp/corporate/conduct-sustainability.php

［中期経営指針2025の概要］
① 共通目標と基本スタンス
〇 2025年度に向けての共通目標を「チャレンジ、次なる成長ステージへ」と定めるととも
に、以下の５つの基本スタンスのもとで事業活動を展開してまいります。
１．当社の成長の源泉である収益力を、チャレンジ精神旺盛に、着実かつ継続的に高めて
まいります。

２．四国はもとより、首都圏・関西圏をはじめとする様々な地域で信頼される企業を目指
してまいります。

３．地域社会の安定と繁栄に貢献できるよう、ライフラインを守り、社会のインフラを支
える役割と責任を全うしてまいります。

４．事業の原動力である人財・技術力を向上させ、その能力を結集することにより、チー
ム四電工としての競争力を高め、付加価値を創出してまいります。

５．ＥＳＧの観点を踏まえつつ、環境・社会との調和を図り、収益の還元・再投資を進め
ることにより、社会と共生し、地域の持続的発展に貢献してまいります。

2023年05月25日 19時27分 $FOLDER; 3ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



3

② 数値目標(連結) （参考）

2025年度 2022年度（実績）
売 上 高 1,000億円 891.2億円
営 業 利 益 60億円 49.7億円
Ｒ Ｏ Ｅ（自己資本当期純利益率） 8.0％ 6.8％

③ 成長投資
〇 当社グループが将来に向けて持続的な成長を実現するため、「１００億円の成長投資枠」
を設定いたします。その活用にあたっては、Ｍ＆Ａによる建設業としての収益力強化に
加え、ＥＳＧの観点等も考慮してまいります。

（３）設備投資等の状況
当連結会計年度において実施いたしました設備投資総額は、ＥＳＧ経営推進に向けた施策の一
環である事業所のＬＥＤ照明化等や車両等の取得など ８億24百万円であります。

（４）資金調達の状況
当連結会計年度における資金調達は、設備投資およびリース資産取得資金の一部に充当するた
め、長期借入金により 16億80百万円を借入れました。
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（５）財産および損益の状況の推移 （単位：百万円）

区 分 第69期
（令和元年度）

第70期
（令和２年度）

第71期
（令和３年度）

第72期
（当連結会計年度）
（令和４年度）

受 注 高 82,083 92,576 91,402 91,220

売 上 高 82,728 89,629 92,648 89,120

営 業 利 益 3,418 5,089 5,415 4,970

経 常 利 益 3,906 5,563 6,145 5,567

親会社株主に帰属する当期純利益 2,289 3,652 3,779 3,764

１ 株 当 た り 当 期 純 利 益 291円99銭 232円74銭 240円53銭 239円24銭

総 資 産 88,101 98,998 96,517 97,069

純 資 産 46,511 51,567 54,175 55,908

（注）１．第71期より、「収益認識に関する会計基準」(企業会計基準第29号 令和２年３月31日)等を適用してお
ります。

２．令和３年10月１日付で、１株を２株とする株式分割を行っております。１株当たり当期純利益につい
ては、第70期の期首に当該株式分割が行われたと仮定し算定しております。なお、第69期について
は、当該株式分割が行われる前の数値で記載しております。
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（６）重要な子会社の状況
会 社 名 資本金（百万円） 当社の出資比率（％） 主要な事業内容

株式会社ヨンコービジネス 30 100 リース事業

株式会社キャデワサービス 10 100 設備工事業

株式会社アクセル徳島 20 100 設備工事業

株式会社高知クリエイト 20 100 設備工事業

株式会社アクセル松山 20 100 設備工事業

株式会社香川クリエイト 20 100 設備工事業

株式会社ヨンコーソーラー 10 100 太陽光発電事業

有 元 温 調 株 式 会 社 30 100 設備工事業

アイ電気通信株式会社 70 100 設備工事業

菱栄設備工業株式会社 20 100 設備工事業

株 式 会 社 関 西 設 備 21 100 設備工事業

株式会社仁尾太陽光発電 10 70 太陽光発電事業

株式会社桑野太陽光発電 10 75 太陽光発電事業

横 山 工 業 株 式 会 社 20 100 設備工事業

株 式 会 社 ベ ル テ ッ ク 35 100 設備工事業

2023年05月25日 19時27分 $FOLDER; 6ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



6

（７）主要な事業内容
事 業 区 分 主 要 な 事 業 内 容

設 備 工 事 業 配電工事、送電・土木工事、電気・計装工事、空調・管工事、情報通信工事

そ の 他 の 事 業 リース事業、CADソフト販売事業、太陽光発電事業

（８）主要な事業所
① 当社の主要な事業所

名 称 所 在 地 名 称 所 在 地
本 店 香川県高松市 香 川 支 店 香川県高松市
徳 島 支 店 徳島県徳島市 東 京 本 部 東 京 都 港 区
高 知 支 店 高知県高知市 大 阪 本 部 大阪市中央区
愛 媛 支 店 愛媛県松山市

② 連結子会社の本店
会 社 名 所 在 地 会 社 名 所 在 地

株式会社ヨンコービジネス 香川県高松市 ア イ 電 気 通 信 株 式 会 社 大阪市鶴見区
株式会社キャデワサービス 香川県高松市 菱 栄 設 備 工 業 株 式 会 社 埼玉県富士見市
株 式 会 社 ア ク セ ル 徳 島 徳島県徳島市 株 式 会 社 関 西 設 備 高知県高知市
株 式 会 社 高 知 ク リ エ イ ト 高知県高知市 株 式 会 社 仁 尾 太 陽 光 発 電 香川県三豊市
株 式 会 社 ア ク セ ル 松 山 愛媛県松山市 株 式 会 社 桑 野 太 陽 光 発 電 徳島県徳島市
株 式 会 社 香 川 ク リ エ イ ト 香川県高松市 横 山 工 業 株 式 会 社 栃木県宇都宮市
株式会社ヨンコーソーラー 香川県高松市 株 式 会 社 ベ ル テ ッ ク 岡 山 市 南 区
有 元 温 調 株 式 会 社 神戸市垂水区
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（９）従業員の状況
従業員数 前連結会計年度末比増減

2,574名 45名
（注） 従業員は、就業人員（入向者 303名を含み、連結子会社外への出向者 22名を除く。）により表示してお

ります。

（10）主要な借入先
借 入 先 借入額（百万円）

株 式 会 社 中 国 銀 行 2,660
株 式 会 社 伊 予 銀 行 2,004
株 式 会 社 百 十 四 銀 行 1,606

2023年05月25日 19時27分 $FOLDER; 8ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



8

2 会社の株式に関する事項
（１）発行可能株式総数 40,000,000株
（２）発行済株式の総数 16,255,470株（自己株式 510,615株を含む。）
（３）株主数 6,305名
（４）大株主

株 主 名 持株数（千株） 持株比率（％）

四 国 電 力 株 式 会 社 4,999 31.75

四 電 工 従 業 員 持 株 会 999 6.35

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 913 5.80

光 通 信 株 式 会 社 461 2.93

株 式 会 社 日 本 カ ス ト デ ィ 銀 行 （信 託 口） 359 2.28

株 式 会 社 愛 媛 銀 行 309 1.97

吉 田 知 広 271 1.72

株 式 会 社 伊 予 銀 行 222 1.41

ＤＦＡ ＩＮＴＬ ＳＭＡＬＬ ＣＡＰ ＶＡＬＵＥ ＰＯＲＴＦＯＬＩＯ 184 1.17

日 本 生 命 保 険 相 互 会 社 176 1.12

（注） １．当社は、自己株式 510,615株を保有しておりますが、上記の表から除いております。
２．持株比率は自己株式を控除して計算しております。

（５）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の状況
株式数（株） 交付対象者数（名）

取締役（監査等委員である取締役を除く。） 26,000 ７
（注） 当事業年度中に交付した株式報酬の内容につきましては、「３（３）当事業年度に係る取締役の報酬等」

に記載のとおりです。
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3 会社役員に関する事項
（１）取締役の氏名等

地 位 氏 名 担当および重要な兼職の状況

代 表 取 締 役 社 長 関 谷 幸 男

代表取締役専務取締役 末 廣 憲 二 営業本部・技術本部担当、原価管理室長

代表取締役専務取締役 古 川 俊 文 人事労務部・経理部・働き方改革担当

常 務 取 締 役 山 﨑 直 樹 企画部・総務部・ＩＴシステム推進室担当

常 務 取 締 役 中 川 隆 技術本部長

常 務 取 締 役 山 本 愛 朗 営業本部長

常 務 取 締 役 柳 川 賀 久 東京本部長
取 締 役
監査等委員（常勤）
監査等委員会委員長

高 橋 亮

取 締 役
監 査 等 委 員 川 原 央 四国電力株式会社取締役監査等委員 監査等委員会委員長

四国電力送配電株式会社監査役
取 締 役
監 査 等 委 員 森 糸 繁 樹 アオイ電子株式会社社外取締役監査等委員

取 締 役
監 査 等 委 員 真 鍋 洋 子 アイル・パートナーズ株式会社代表取締役会長

香川日産自動車株式会社監査役
取 締 役
監 査 等 委 員 岡 林 正 文 公認会計士

株式会社日本総険社外取締役監査等委員
取 締 役
監 査 等 委 員 佐 野 正 公益財団法人高松観光コンベンション・ビューロー理事長

株式会社ジェイアール四国企画顧問
取 締 役
監 査 等 委 員 橋 倉 荘 六

取 締 役
監 査 等 委 員 平 野 美 紀 香川大学法学部教授
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（注）１．令和４年６月29日開催の第71回定時株主総会終結の時をもって、取締役監査等委員臼杵明彦、白井久
司の両氏は辞任いたしました。

２．取締役監査等委員川原央、森糸繁樹、真鍋洋子、岡林正文、佐野正、橋倉荘六、平野美紀の７氏は、
社外取締役であります。

３．取締役監査等委員森糸繁樹、真鍋洋子、岡林正文、佐野正、橋倉荘六、平野美紀の６氏は、株式会社
東京証券取引所の有価証券上場規程第436条の２に規定する独立役員であります。

４．取締役監査等委員岡林正文氏は、公認会計士であり、財務および会計に関する高度な知識と経験を有
しております。

５．監査等委員会の監査の実効性を高めるため、取締役監査等委員高橋亮氏を常勤の監査等委員として選
定することで、情報収集その他監査、監督機能を強化しております。

（２）役員等賠償責任保険契約の内容の概要
当社は、役員等賠償責任保険契約を保険会社との間で締結しております。当該保険契約の被
保険者の範囲は、当社のすべての取締役（監査等委員である取締役を含む。）、監査役、執行役
員および管理職従業員であり、被保険者は保険料を負担しておりません。当該保険契約では、
被保険者がその職務の執行に関し責任を負うこと、または、当該責任の追及に係る請求を受け
ることによって生ずることのある損害について補填することとされています。ただし、法令に
違反することを認識して行った行為に起因して生じた損害は補填されないなど、一定の免責事
由があります。
当該保険契約には免責額の定めを設けており、当該免責額までの損害については補填の対象
としないこととされています。
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（３）当事業年度に係る取締役の報酬等
① 取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針に関する事項
当社は、取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方針（以下、「決定方針」という。）を構

成員の過半数を独立社外取締役とする指名・報酬委員会への諮問を経た上で、取締役会で決議
しております。
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の報酬の決定方針の概要は、基本報酬である定

期月額報酬については、各取締役が、各々の職位・職掌に応じて相協力して会社業績の向上に
取り組むため、取締役会が、令和３年６月29日開催の第70回定時株主総会で決議された年額
２億円の範囲内で、各取締役の職位や会社業績等を総合的に勘案し、指名・報酬委員会への諮
問を経た上で、決定しております。支給時期については、各事業年度につき、前事業年度に関
する定時株主総会終結後から当該事業年度に関する定時株主総会終結時までの期間の職務執行
の対価として、前事業年度に関する定時株主総会終結時の翌月から毎月支給するものとしてお
ります。
次に、譲渡制限付株式報酬については、監査等委員である取締役を除く取締役（以下、「対

象取締役」という。）が、株価変動のメリットとリスクを株主の皆さまと共有し、株価上昇お
よび企業価値向上への貢献意欲をより一層高めるため、令和３年６月29日開催の第70回定時
株主総会で決議された年額5,000万円および１年当たりの割当株式の総数30,000株(※)の範囲
内で、対象取締役に対し、一定の譲渡制限期間および当社による無償取得事由等の定めに服す
る当社普通株式（以下、「譲渡制限付株式」という。）を割り当てすることとしております。報
酬額については、本制度の目的、各取締役の職位および会社業績等諸般の事項を勘案の上、対
象取締役に特に有利にならない範囲で決定するものとし、職位に応じた割当株式数を含む具体
的な取扱いについては、取締役会で決議された株式報酬規程の定めによります。なお、各対象
取締役に対する譲渡制限付株式の割当てのための金銭報酬債権の支給ならびに譲渡制限付株式
の発行または処分に係る事項は、指名・報酬委員会への諮問を経た上で、取締役会の決議によ
り決定しております。支給時期については、各事業年度につき、前事業年度に関する定時株主
総会終結後から当該事業年度に関する定時株主総会終結時までの期間の職務執行の対価とし
て、原則として前事業年度に関する定時株主総会終結時から１ヶ月が経過する日までの間に割
り当てすることとしております。上記各報酬の構成割合については、企業価値の持続的な向上
に向けた健全なインセンティブ付与の観点から、当面の間の目安として、譲渡制限付株式報酬
の割合を１～２割程度としております。
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なお、当事業年度に係る取締役の個人別の報酬等については、報酬等の内容の決定方法およ
び決定された報酬等の内容に関して、指名・報酬委員会の答申を得ていることから決定方針に
沿うものであると判断しております。

② 取締役の報酬等についての株主総会の決議に関する事項
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の基本報酬の額は、令和３年６月29日開催の第

70回定時株主総会において年額２億円以内と決議しております。当該定時株主総会終結時点
の取締役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は７名です。また、当該金銭報酬とは別
枠で、令和３年６月29日開催の第70回定時株主総会において、譲渡制限付株式報酬として支
給する金銭報酬債権の総額を年額5,000万円以内、株式数の上限を年30,000株(※)以内（監査
等委員である取締役は付与対象外。）と決議しております。当該定時株主総会終結時点の取締
役（監査等委員である取締役を除く。）の員数は７名です。
監査等委員である取締役の金銭報酬の額は、令和３年６月29日開催の第70回定時株主総会

において年額7,000万円以内と決議しております。当該定時株主総会終結時点の監査等委員で
ある取締役の員数は10名です。

(※)当社は、令和３年10月１日付で普通株式１株につき２株の割合をもって株式分割を行って
おりますので、30,000株を60,000株に調整しております。

③ 取締役の個人別の報酬等の内容の決定に係る委任に関する事項
取締役（監査等委員である取締役を除く。）の定期月額報酬額は、指名・報酬委員会への諮

問を経た上で、取締役会からの一任決議を受けて、代表取締役社長関谷幸男氏が決定しており
ます。同氏に委任した理由は、各取締役の職位や会社業績等を総合的に勘案し、指名・報酬委
員会の答申に沿って決定するには代表取締役社長が適していると判断したためであります。な
お、委任された内容の決定に当たっては、指名・報酬委員会において、事前に取締役の報酬案
を審議し、報酬水準の妥当性や決定方針への適合性について確認しております。
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④ 取締役の報酬等の総額等

役員区分 報酬等の総額
（百万円）

報酬等の種類別の総額（百万円） 対象となる
役員の員数
（名）基本報酬 非金銭報酬等

取 締 役
【監査等委員である取締役を除く。】

（うち社外取締役）
184
（－）

140
（－）

44
（－）

7
（－）

監査等委員である取締役
（うち社外取締役）

50
（23）

50
（23） － 10

（8）
合 計
（うち社外取締役）

235
（23）

190
（23）

44
（－）

17
（8）

（注）１．上記には、令和４年６月29日開催の第71回定時株主総会終結の時をもって辞任した監査等委員であ
る取締役２名を含めております。

２．非金銭報酬等として取締役（監査等委員である取締役を除く。）に対して株式報酬を交付しておりま
す。当該株式報酬の内容および交付状況は、「３（３）①取締役の個人別の報酬等の内容に係る決定方
針に関する事項」および「２（５）当事業年度中に職務執行の対価として会社役員に交付した株式の
状況」に記載のとおりです。

（４）社外役員に関する事項
① 重要な兼職先と当社との関係
取締役監査等委員川原央氏は、四国電力株式会社の取締役監査等委員 監査等委員会委員長
であります。当社は同社と工事請負等の取引関係があります。また、同氏は四国電力送配電株
式会社の監査役であります。当社は同社と工事請負等の取引関係があります。
取締役監査等委員森糸繁樹氏は、アオイ電子株式会社の社外取締役監査等委員であります。

当社と同社との間に特別の関係はありません。
取締役監査等委員真鍋洋子氏は、アイル・パートナーズ株式会社の代表取締役会長でありま
す。当社と同社との間に特別の関係はありません。また、同氏は香川日産自動車株式会社の監
査役であります。当社と同社との間に特別の関係はありません。
取締役監査等委員岡林正文氏は、株式会社日本総険の社外取締役監査等委員であります。当

社と同社との間に特別の関係はありません。
取締役監査等委員佐野正氏は、公益財団法人高松観光コンベンション・ビューローの理事長
であります。当社と同財団との間に特別の関係はありません。また、同氏は株式会社ジェイア
ール四国企画の顧問であります。当社と同社との間に特別の関係はありません。
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取締役監査等委員平野美紀氏は、香川大学の教授であります。当社と同大学との間に特別の
関係はありません。

② 当事業年度における主な活動状況

氏 名 出席状況、発言状況および
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役監査等委員
川 原 央

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。電力業界における豊富な経験と幅広い知識を有
しており、当社の経営に関して客観的で有益な意見が得られると考えること、また、客観
的な立場から取締役の職務執行状況等を適切に監査できると考えております。取締役会お
よび監査等委員会での発言等を通じて、当社経営の監督および取締役会等の一層の活性化
を図る役割を果たしております。

取締役監査等委員
森 糸 繁 樹

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。金融機関等における企業経営者としての豊富な
経験と幅広い知識を有しており、当社の経営に関して客観的で有益な意見が得られると考
えること、また、中立・独立的な立場から取締役の職務執行状況等を適切に監査できると
考えております。取締役会および監査等委員会での発言等を通じて、当社経営の監督およ
び取締役会等の一層の活性化を図る役割を果たしております。

取締役監査等委員
真 鍋 洋 子

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。長年にわたる企業経営者としての豊富な経験と
幅広い知識を有しており、当社の経営に関して女性の視点から客観的で有益な意見が得ら
れると考えること、また、中立・独立的な立場から取締役の職務執行状況等を適切に監査
できると考えております。取締役会および監査等委員会での発言等を通じて、当社経営の
監督および取締役会等の一層の活性化を図る役割を果たしております。

取締役監査等委員
岡 林 正 文

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。長年にわたる公認会計士としての豊富な経験と
幅広い知識を有しており、当社の経営に関して客観的で有益な意見が得られると考えるこ
と、また、中立・独立的な立場から取締役の職務執行状況等を適切に監査できると考えて
おります。取締役会および監査等委員会での発言等を通じて、当社経営の監督および取締
役会等の一層の活性化を図る役割を果たしております。
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氏 名 出席状況、発言状況および
社外取締役に期待される役割に関して行った職務の概要

取締役監査等委員
佐 野 正

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。長年にわたる企業経営者としての豊富な経験と
幅広い知識に加え、公益的な活動を通じた客観的で有益な意見が得られると考えること、
また、中立・独立的な立場から取締役の職務執行状況等を適切に監査できると考えており
ます。取締役会および監査等委員会での発言等を通じて、当社経営の監督および取締役会
等の一層の活性化を図る役割を果たしております。

取締役監査等委員
橋 倉 荘 六

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。長年にわたる企業経営者としての豊富な経験と
幅広い知識を有しており、当社の経営に関して客観的で有益な意見が得られると考えるこ
と、また、中立・独立的な立場から取締役の職務執行状況等を適切に監査できると考えて
おります。取締役会および監査等委員会での発言等を通じて、当社経営の監督および取締
役会等の一層の活性化を図る役割を果たしております。

取締役監査等委員
平 野 美 紀

当事業年度開催の取締役会10回全てに、また、監査等委員会13回全てに出席し、議案審
議等に必要な発言を適宜行っております。長年にわたる法学専攻の大学教員としての豊富
な経験と幅広い知識を有しており、当社の経営に関して女性の視点から客観的で有益な意
見が得られると考えること、また、中立・独立的な立場から取締役の職務執行状況等を適
切に監査できると考えております。取締役会および監査等委員会での発言等を通じて、当
社経営の監督および取締役会等の一層の活性化を図る役割を果たしております。

③ 責任限定契約の内容の概要
当社は、全ての社外取締役と、会社法第423条第１項の賠償責任を限定する契約を締結して
おり、当該契約に基づく賠償責任限度額は、法令に定める額となります。
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4 会計監査人の状況
（１）会計監査人の名称
有限責任監査法人トーマツ

（２）当事業年度に係る会計監査人の報酬等の額
① 当社の会計監査人としての報酬等の額

37百万円
（注）１．当社と会計監査人との間の監査契約において、会社法に基づく監査と金融商品取引法に基づく監査の

監査報酬の額を区分しておらず、実質的にも区分できないため、上記金額はこれらの合計額で記載し
ております。

２．監査等委員会は、社内関係部署および会計監査人からの必要な資料の入手や報告の聴取を通じて、会
計監査人の監査計画の内容、職務遂行状況、監査報酬の見積根拠等を確認し検討した結果、上記金額
に同意いたしました。

② 当社および当社子会社が支払うべき金銭その他の財産上の利益の合計額
37百万円

（３）会計監査人の解任または不再任の決定の方針
監査等委員会は、会計監査人が会社法・公認会計士法等の法令に違反・抵触した場合および公
序良俗に反する行為を行った場合その他会計監査人に監査を継続させることが相当でないと判断
するに至った場合には、解任または不再任の手続きをとることとしております。
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5 業務の適正を確保するための体制および当該体制の運用状況
当社は、取締役会決議により、「業務の適正を確保するための体制」を定めております。当該

体制の内容および運用状況は、以下のとおりであります。

（１）業務の適正を確保するための体制
当社は、未来をひらく総合設備企業として、ゆとりとうるおいのある生活空間づくりを通じ

て、社会・経済・文化の発展に貢献していく上で、適法・適正かつ効率的な事業活動を行い、社
会からの信頼を得ることが重要であることから、会社法及び会社法施行規則に基づき、「業務の
適正を確保するための体制」を以下のとおり定める。

① 取締役の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・取締役会を原則として毎月１回開催し、重要な業務執行に関する意思決定を行うとともに、
取締役から職務執行の報告を受け、これを監督する。また、各取締役が自らの権限内で行
う職務執行のうち重要なものについては、情報共有することにより、相互に監督する。
・グループ行動規範及びガイドライン等のコンプライアンスに関する方針のもと、コンプラ
イアンスに関する委員会を運営し、取締役自らが法令・企業倫理の遵守を積極的に推進す
る。

② 取締役の職務の執行に係る情報の保存及び管理に関する体制
・取締役の職務の執行に係る情報については、保存期間等の管理方法を定めた社内規程に基
づき適切に保存・管理する。

③ 損失の危険の管理に関する規程その他の体制
・事業運営に関するリスクについては、毎年度の経営計画に反映し、経営のマネジメントサ
イクルの中でリスクの統制を行う。
・経営に影響を及ぼすおそれのある突発的な危機については、危機管理に関する社内規程に
基づき、迅速かつ的確に対応する。
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④ 取締役の職務の執行が効率的に行われることを確保するための体制
・経営計画において、毎年度の基本的な経営方針・計画を定め、これを軸とした計画・実
施・統制評価のマネジメントサイクルを展開する。
・経営管理に関する社内規程において、各職位の責任・権限や業務の基本的な枠組みを明確
にするとともに、迅速かつ適正な意思決定、効率的な業務執行を行う。

・経営管理システムが有効かつ円滑に機能していることを確認するため、内部監査部門によ
る監査を実施する。

⑤ 使用人の職務の執行が法令及び定款に適合することを確保するための体制
・グループ行動規範及びガイドライン等のコンプライアンスに関する方針のもと、従業員の
法令・企業倫理の遵守を徹底する。

・適法・適正な業務執行を確認する観点から、内部監査部門による監査を実施する。

⑥ 当社及び子会社から成る企業集団における業務の適正を確保するための体制
・子会社管理に関する規程に基づいて、計画及び業績に関する定期的な意見交換や経営上重
要な事項が発生した場合の報告などにより、グループ内の緊密な情報連係を実施する。

・グループ各社の事業運営に関するリスクについては、毎年度の経営計画に反映し、経営の
マネジメントサイクルの中でリスクの統制を行う。
・グループ経営方針に基づき、グループ各社は、毎年度の基本的な経営方針・計画を定め、
これを軸とした計画・実施・統制評価のマネジメントサイクルを展開する。
・グループ行動規範及びガイドライン等のコンプライアンスに関する方針のもと、グループ
各社の取締役及び従業員は、法令・企業倫理の遵守を徹底する。

・グループ各社の業務の適正な遂行を確認するため、適宜、当社の内部監査部門による監査
を実施する。

⑦ 監査等委員会の職務を補助すべき使用人に関する事項
・監査等委員会の職務を補助する専任組織を置き、必要なスタッフを配置する。
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⑧ 監査等委員会の職務を補助すべき使用人の取締役（監査等委員である取締役を除く。以下、
「業務執行取締役等」という。）からの独立性及び当該使用人に対する監査等委員会からの
指示の実効性に関する事項
・監査等委員会のスタッフの職務執行について、業務執行取締役等の指揮命令からの独立性
及び監査等委員会からの指示の実効性を確保する。
・監査等委員会のスタッフの人事に関する事項については、監査等委員会の意見を尊重する。

⑨ 監査等委員会への報告に関する体制
・法令の定めによるもののほか、重要会議への監査等委員である取締役の出席や社内報告制
度により、グループ会社を含む重要な業務執行に関する事項について、監査等委員会に報
告する。また、監査等委員会から求められた場合、適切に報告する。
・監査等委員会に報告を行ったことを理由として、当該報告者に対し、不利益な取扱いを行
わない。

⑩ 監査等委員である取締役の職務の遂行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）
について生ずる費用又は債務の処理に係る方針に関する事項
・監査等委員である取締役の職務執行（監査等委員会の職務の執行に関するものに限る。）の
ために必要な費用については、当社が負担する。

⑪ その他監査等委員会の監査が実効的に行われることを確保するための体制
・業務執行取締役等と監査等委員会との定期的な意見交換などの実施や内部監査部門と監査
等委員会の緊密な連係などにより、監査の実効性を高めるための環境整備を行う。

⑫ 反社会的勢力の排除に向けた体制
・反社会的勢力からの不当要求等に対しては、グループ全体で毅然として対応し、一切の関
係を遮断する。
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（２）業務の適正を確保するための体制の運用状況
当社は、業務の適正を確保するべく制定した「四電工グループ行動規範」や「組織規程」等の

諸規程について、事業環境や法令・諸制度等の変化に対応した見直しを適宜実施している。
中期の経営方針や年度の経営計画を策定し、これに基づく業務執行と統制評価を行っており、

原則として毎月開催（当事業年度は、10回開催）の取締役会にて重要な意思決定を行うほか、
業務報告に基づく統制評価を行っている。また、連結子会社をはじめグループ各社には取締役お
よび監査役を派遣し、業務の執行状況を監督するほか、当社経営層との情報交換を通じて目標・
方針等の浸透を図っている。
コンプライアンスについては、日常業務を通じて都度職制を通じた教育を行っているほか、階

層別研修、ウェブを通じた全従業員教育などを実施し、グループ全体で法令・倫理の遵守徹底に
努めている。
内部監査部門は、毎年、内部統制システムの運用状況を監査し、その結果については取締役会

に報告している。
監査等委員会には監査に必要な環境が整備され、取締役会資料や決定書等に関する聴取機会が

適宜設けられるなど監査の実効性が確保されたほか、代表取締役、会計監査人、内部監査部門と
の意見交換等を通じて経営情報の共有が図られている。
（本事業報告に記載の金額および株式数は、単位未満を切り捨てて表示しております。）
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連結貸借対照表（令和５年３月31日現在） （単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部） （負債の部）
流動資産

現金預金
受取手形・完成工事未収入金等
電子記録債権
リース投資資産
未成工事支出金
その他の棚卸資産
関係会社預け金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物・構築物
機械・運搬具・工具器具・備品
土地
無形固定資産
のれん
その他
投資その他の資産
投資有価証券
長期貸付金
退職給付に係る資産
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

53,644
7,603
22,378
1,671
3,434
2,022
1,845
13,000
1,776
△87

43,425
26,413
6,835
7,700
11,876
1,745
1,235
509

15,267
9,360
270
2,625
2,342
741
△72

流動負債 29,506
支払手形・工事未払金等 14,924
短期借入金 400
１年内償還予定の社債 30
１年内返済予定の長期借入金 2,761
未払金 4,645
未払法人税等 1,462
未成工事受入金 2,230
工事損失引当金 163
その他 2,888

固定負債 11,654
社債 81
長期借入金 8,205
役員退職慰労引当金 316
退職給付に係る負債 2,882
その他 168

負債合計 41,160
（純資産の部）

株主資本 55,927
資本金 3,451
資本剰余金 4,249
利益剰余金 48,819
自己株式 △592

その他の包括利益累計額 △75
その他有価証券評価差額金 △261
退職給付に係る調整累計額 186

非支配株主持分 56
純資産合計 55,908

資産合計 97,069 負債純資産合計 97,069

2023年05月25日 19時27分 $FOLDER; 22ページ （Tess 1.50(64) 20201224_01）



22

連結損益計算書（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで） （単位：百万円）
科 目 金 額

売上高
完成工事高 83,835
その他の事業売上高 5,285 89,120

売上原価
完成工事原価 71,360
その他の事業売上原価 3,771 75,132

売上総利益
完成工事総利益 12,475
その他の事業総利益 1,513 13,988

販売費及び一般管理費 9,017
営業利益 4,970
営業外収益
受取利息及び配当金 189
物品売却益 181
その他 292 663

営業外費用
支払利息 40
その他 25 66

経常利益 5,567
特別利益
固定資産売却益 5
投資有価証券売却益 268 274

特別損失
固定資産売却損 0
減損損失 24
固定資産除却損 155 180
税金等調整前当期純利益 5,661
法人税、住民税及び事業税 1,817
法人税等調整額 49 1,867
当期純利益 3,794
非支配株主に帰属する当期純利益 29
親会社株主に帰属する当期純利益 3,764
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連結株主資本等変動計算書（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで） （単位：百万円）

株 主 資 本 その他の包括
利益累計額

非支配
株主持分

純資産
合計資本金 資 本

剰余金
利 益
剰 余 金 自己株式

株 主
資 本
合 計

その他有価
証 券
評 価
差額金

退 職
給付に
係 る
調 整
累計額

当期首残高 3,451 4,234 46,627 △622 53,691 120 310 53 54,175

連結会計年度中の変動額

剰余金の配当 △1,573 △1,573 △25 △1,598
親会社株主に帰属
する当期純利益 3,764 3,764 3,764

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 15 30 45 45
株主資本以外の項目の
連結会計年度中
の変動額（純額）

△382 △124 29 △477

連結会計年度中の変動額合計 － 15 2,191 29 2,236 △382 △124 3 1,732

当期末残高 3,451 4,249 48,819 △592 55,927 △261 186 56 55,908
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貸借対照表（令和５年３月31日現在） （単位：百万円）
科 目 金 額 科 目 金 額

（資産の部） （負債の部）
流動資産
現金預金
受取手形
完成工事未収入金
未成工事支出金
材料貯蔵品
前払費用
関係会社短期貸付金
未収入金
関係会社預け金
その他
貸倒引当金

固定資産
有形固定資産
建物・構築物
機械・運搬具
工具器具・備品
土地
リース資産
無形固定資産
投資その他の資産
投資有価証券
関係会社株式
従業員に対する長期貸付金
関係会社長期貸付金
破産更生債権等
長期前払費用
前払年金費用
繰延税金資産
その他
貸倒引当金

39,957
2,942
2,010
17,258
1,455
1,815
84
147
1,020
13,000
236
△13

39,151
18,898
5,769
226
95

11,137
1,669
135

20,117
6,578
8,736
19
250
0
1

2,405
1,833
328
△36

流動負債 26,194
支払手形 2,998
工事未払金 10,752
リース債務 624
未払金 4,361
未払費用 1,327
未払法人税等 1,025
未払消費税等 908
未成工事受入金 1,557
預り金 2,436
工事損失引当金 163
その他 36

固定負債 4,302
リース債務 1,349
退職給付引当金 2,873
その他 80

負債合計 30,497
（純資産の部）

株主資本 48,870
資本金 3,451
資本剰余金 4,249
資本準備金 4,209
その他資本剰余金 40
利益剰余金 41,762
利益準備金 862
その他利益剰余金 40,899
固定資産圧縮積立金 689
別途積立金 29,700
繰越利益剰余金 10,510

自己株式 △592
評価・換算差額等 △258
その他有価証券評価差額金 △258
純資産合計 48,611

資産合計 79,108 負債純資産合計 79,108
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損益計算書（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで） （単位：百万円）
科 目 金 額

売上高
完成工事高 73,263
兼業事業売上高 1,136 74,399

売上原価
完成工事原価 63,185
兼業事業売上原価 918 64,104

売上総利益
完成工事総利益 10,078
兼業事業総利益 217 10,295

販売費及び一般管理費 7,166
営業利益 3,128
営業外収益

有価証券売却益 72
受取利息及び配当金 605
物品売却益 177
その他 193 1,048

営業外費用
支払利息 105
その他 22 128

経常利益 4,049
特別利益

固定資産売却益 5
投資有価証券売却益 268 274

特別損失
固定資産売却損 0
減損損失 24
固定資産除却損 155 180
税引前当期純利益 4,142
法人税、住民税及び事業税 1,039
法人税等調整額 47 1,087
当期純利益 3,055
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株主資本等変動計算書（令和４年４月１日から令和５年３月31日まで） （単位：百万円）
株 主 資 本 評価・

換 算
差額等

純資産
合 計資本金

資本剰余金 利益剰余金

自 己
株 式

株 主
資 本
合 計資 本

準備金
その他
資 本
剰余金

利 益
準備金

その他利益剰余金 その他
有価証
券評価
差額金

固定資
産圧縮
積立金

別 途
積立金

繰 越
利 益
剰余金

当期首残高 3,451 4,209 25 862 703 29,700 9,013 △622 47,343 132 47,475

事業年度中の変動額

固定資産
圧縮積立
金の取崩

△14 14 － －

剰余金の
配当 △1,573 △1,573 △1,573

当期純利
益 3,055 3,055 3,055

自己株式の取得 △0 △0 △0

自己株式の処分 15 30 45 45

株主資本
以外の項
目の事業
年度中の
変 動 額
（純額）

△391 △391

事業年度中の変動額合計 － － 15 － △14 － 1,496 29 1,526 △391 1,135

当期末残高 3,451 4,209 40 862 689 29,700 10,510 △592 48,870 △258 48,611
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連結計算書類に係る会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

令和５年５月８日
株式会社 四 電 工
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 トーマツ
高 松 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 越 智 慶 太
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 哲 也

監査意見
当監査法人は、会社法第444条第４項の規定に基づき、株式会社四電工の令和４年４月１日から令和５年

３月31日までの連結会計年度の連結計算書類、すなわち、連結貸借対照表、連結損益計算書、連結株主資本
等変動計算書及び連結注記表について監査を行った。
当監査法人は、上記の連結計算書類が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準

拠して、株式会社四電工及び連結子会社からなる企業集団の当該連結計算書類に係る期間の財産及び損益の
状況を、全ての重要な点において適正に表示しているものと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の

基準における当監査法人の責任は、「連結計算書類の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査
法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立しており、また、監
査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な
監査証拠を入手したと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の連結計算書類に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人

はその他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
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連結計算書類の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、そ
の他の記載内容と連結計算書類又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか
検討すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注
意を払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

連結計算書類に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して連結計算書類を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない連結計算書類を作
成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
連結計算書類を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき連結計算書類を作成することが適

切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企
業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに

ある。

連結計算書類の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての連結計算書類に不正又は誤謬による重

要な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から連結計算書
類に対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又
は集計すると、連結計算書類の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があ
ると判断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・ 連結計算書類の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査
人は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内
部統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・ 経営者が継続企業を前提として連結計算書類を作成することが適切であるかどうか、また、入手した
監査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確
実性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、
監査報告書において連結計算書類の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する連結
計算書類の注記事項が適切でない場合は、連結計算書類に対して除外事項付意見を表明することが求め
られている。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や
状況により、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 連結計算書類の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に
準拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた連結計算書類の表示、構成及び内容、並び
に連結計算書類が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。
・ 連結計算書類に対する意見を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する十分かつ適切
な監査証拠を入手する。監査人は、連結計算書類の監査に関する指示、監督及び実施に関して責任があ
る。監査人は、単独で監査意見に対して責任を負う。
監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部

統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するた
めにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利

害関係はない。
以 上
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会計監査人の監査報告書
独立監査人の監査報告書

令和５年５月８日
株式会社 四 電 工
取 締 役 会 御 中

有限責任監査法人 トーマツ
高 松 事 務 所

指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 越 智 慶 太
指定有限責任社員
業 務 執 行 社 員 公認会計士 池 田 哲 也

監査意見
当監査法人は、会社法第436条第２項第１号の規定に基づき、株式会社四電工の令和４年４月１日から令
和５年３月31日までの第72期事業年度の計算書類、すなわち、貸借対照表、損益計算書、株主資本等変動計
算書及び個別注記表並びにその附属明細書（以下「計算書類等」という。）について監査を行った。
当監査法人は、上記の計算書類等が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠
して、当該計算書類等に係る期間の財産及び損益の状況を、全ての重要な点において適正に表示しているも
のと認める。

監査意見の根拠
当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して監査を行った。監査の
基準における当監査法人の責任は、「計算書類等の監査における監査人の責任」に記載されている。当監査法
人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社から独立しており、また、監査人としてのその
他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、意見表明の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手し
たと判断している。

その他の記載内容
その他の記載内容は、事業報告及びその附属明細書である。経営者の責任は、その他の記載内容を作成し

開示することにある。また、監査等委員会の責任は、その他の記載内容の報告プロセスの整備及び運用にお
ける取締役の職務の執行を監視することにある。
当監査法人の計算書類等に対する監査意見の対象にはその他の記載内容は含まれておらず、当監査法人は
その他の記載内容に対して意見を表明するものではない。
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計算書類等の監査における当監査法人の責任は、その他の記載内容を通読し、通読の過程において、その
他の記載内容と計算書類等又は当監査法人が監査の過程で得た知識との間に重要な相違があるかどうか検討
すること、また、そのような重要な相違以外にその他の記載内容に重要な誤りの兆候があるかどうか注意を
払うことにある。
当監査法人は、実施した作業に基づき、その他の記載内容に重要な誤りがあると判断した場合には、その

事実を報告することが求められている。
その他の記載内容に関して、当監査法人が報告すべき事項はない。

計算書類等に対する経営者及び監査等委員会の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準拠して計算書類等を作
成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない計算書類等を作成し
適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
計算書類等を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき計算書類等を作成することが適切で

あるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に基づいて継続企業に
関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。
監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することに
ある。

計算書類等の監査における監査人の責任
監査人の責任は、監査人が実施した監査に基づいて、全体としての計算書類等に不正又は誤謬による重要
な虚偽表示がないかどうかについて合理的な保証を得て、監査報告書において独立の立場から計算書類等に
対する意見を表明することにある。虚偽表示は、不正又は誤謬により発生する可能性があり、個別に又は集
計すると、計算書類等の利用者の意思決定に影響を与えると合理的に見込まれる場合に、重要性があると判
断される。
監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に従って、監査の過程を通じて、職業

的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。
・ 不正又は誤謬による重要な虚偽表示リスクを識別し、評価する。また、重要な虚偽表示リスクに対応
した監査手続を立案し、実施する。監査手続の選択及び適用は監査人の判断による。さらに、意見表明
の基礎となる十分かつ適切な監査証拠を入手する。
・ 計算書類等の監査の目的は、内部統制の有効性について意見表明するためのものではないが、監査人
は、リスク評価の実施に際して、状況に応じた適切な監査手続を立案するために、監査に関連する内部
統制を検討する。
・ 経営者が採用した会計方針及びその適用方法の適切性、並びに経営者によって行われた会計上の見積
りの合理性及び関連する注記事項の妥当性を評価する。
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・ 経営者が継続企業を前提として計算書類等を作成することが適切であるかどうか、また、入手した監
査証拠に基づき、継続企業の前提に重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実
性が認められるかどうか結論付ける。継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、監
査報告書において計算書類等の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する計算書類
等の注記事項が適切でない場合は、計算書類等に対して除外事項付意見を表明することが求められてい
る。監査人の結論は、監査報告書日までに入手した監査証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ
り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。
・ 計算書類等の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる企業会計の基準に準
拠しているかどうかとともに、関連する注記事項を含めた計算書類等の表示、構成及び内容、並びに計
算書類等が基礎となる取引や会計事象を適正に表示しているかどうかを評価する。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した監査の範囲とその実施時期、監査の実施過程で識別した内部
統制の重要な不備を含む監査上の重要な発見事項、及び監査の基準で求められているその他の事項について
報告を行う。
監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこ

と、並びに監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するた
めにセーフガードを講じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以 上
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監査等委員会の監査報告書

監 査 報 告 書

当監査等委員会は、令和４年４月１日から令和５年３月31日までの第72期事業年度における取締役の職務
の執行について監査いたしました。その方法及び結果につき以下のとおり報告いたします。

1. 監査の方法及びその内容

監査等委員会は、会社法第399条の13第１項第１号ロ及びハに掲げる事項に関する取締役会決議の内
容並びに当該決議に基づき整備されている体制（内部統制システム）について取締役及び使用人等から
その構築及び運用の状況について定期的に報告を受け、必要に応じて説明を求め、意見を表明するとと
もに、下記の方法で監査を実施しました。

①監査等委員会が定めた監査の方針、職務の分担等に従い、会社の内部監査部門と連携の上、重要な会
議に出席し、取締役及び使用人等からその職務の執行に関する事項の報告を受け、必要に応じて説明
を求め、重要な書類等を閲覧し、本店及び主要な事業所において業務及び財産の状況を調査しました。
また、子会社については、子会社の取締役及び監査役等と意思疎通及び情報の交換を図り、子会社か
ら事業の報告を受け、必要に応じて説明を求めました。

②会計監査人が独立の立場を保持し、かつ、適正な監査を実施しているかを監視及び検証するとともに、
会計監査人からその職務の執行状況について報告を受け、必要に応じて説明を求めました。また、会
計監査人から「職務の遂行が適正に行われることを確保するための体制」（会社計算規則第131条各号
に掲げる事項）を「監査に関する品質管理基準」（平成17年10月28日企業会計審議会）等に従って整
備している旨の通知を受け、必要に応じて説明を求めました。

以上の方法に基づき、当該事業年度に係る事業報告及びその附属明細書、連結計算書類（連結貸借対
照表、連結損益計算書、連結株主資本等変動計算書及び連結注記表）並びに計算書類（貸借対照表、損
益計算書、株主資本等変動計算書及び個別注記表）及びその附属明細書について検討いたしました。
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2. 監査の結果

⑴ 事業報告等の監査結果
① 事業報告及びその附属明細書は、法令及び定款に従い、会社の状況を正しく示しているものと認め
ます。
② 取締役の職務の執行に関する不正の行為又は法令若しくは定款に違反する重大な事実は認められま
せん。
③ 内部統制システムに関する取締役会の決議の内容は相当であると認めます。また、当該内部統制シ
ステムに関する事業報告の記載内容及び取締役の職務の執行についても、指摘すべき事項は認められ
ません。

⑵ 連結計算書類の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

⑶ 計算書類及びその附属明細書の監査結果
会計監査人 有限責任監査法人トーマツの監査の方法及び結果は相当であると認めます。

令和５年５月10日

株式会社四電工 監査等委員会
監査等委員（常勤） 高 橋 亮 ㊞監査等委員会委員長
監査等委員 川 原 央 ㊞
監査等委員 森 糸 繁 樹 ㊞
監査等委員 真 鍋 洋 子 ㊞
監査等委員 岡 林 正 文 ㊞
監査等委員 佐 野 正 ㊞
監査等委員 橋 倉 荘 六 ㊞
監査等委員 平 野 美 紀 ㊞

（注）監査等委員 川原央、森糸繁樹、真鍋洋子、岡林正文、佐野正、橋倉荘六及び平野美紀は、会社法第
２条第15号及び第331条第６項に規定する社外取締役であります。

以 上
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